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★オンライン日本映画祭 2024 の開催 
６月５日から７月３日にかけて、国際交流

基金ジャカルタ日本文化センター主催オンラ

イン日本映画祭 2024 が行われています。 
６月５日から６月 19 日は日本の映画（22

作品）、６月５日から７月３日は日本のドラマ

（２作品）が専用サイトから事前登録の上、

視聴可能です（日本国内からの視聴は不可）。 
最新作や話題作など様々なジャンルの映画

とドラマを楽しんでいただけますので、是

非、お知り合いのインドネシア人の方にもご

案内ください。 
専用サイト：https://jff.jpf.go.jp/watch/jffonline2024/indonesia/ 

 

 
 
 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★ヒマワン前東ジャワ州労働移住局長に対する在外公館長表彰の授与 
 ５月 22 日、竹山総領事は、東ジャワ州労働移住局長（2018 年~2023 年。2020
年はモジョクルト県知事代行）として、日系企業の円滑な操業に貢献のあったヒマ

ワン・エストゥ・バギジョ氏に対して、在外公館長表彰を授与しました。  
同氏は、日系企業の抱える労務問題等に積極的に関与し、立場の異なる企業側と

労働組合側との調整・仲介に尽力するなど、東ジャワ州内の日系企業の円滑な操業

に貢献してきたことから、この度、その功績を顕彰し、同氏に対して在外公館長表

彰を授与することとしました。 
同氏は、約 20 年前から当総領事館と交流があり、日本や日系企業に対する深い

理解もあることから、引き続き、東ジャワ州労働移住局の方々と共に、当地日系企

業の円滑な操業に対する支援をお願いしました。 

 
 
 

ヒマワン氏（中央。表彰状を持っている方）及び

東ジャワ州労働移住局関係者等との集合写真 



 
★令和４年度草の根・人間の安全保障無償資金協力「東ジャワ州トゥルンアグン県

イスラム小学校校舎」引渡し式 
５月 16 日、竹山総領事は、日本政府の支援により東ジャワ州トゥルンアグン県

のイスラム小学校に建設された校舎の引渡しを行いました。引渡し式には、トリ・

ハリアディ・同県官房長や支援の対象となった学校関係者が出席しました。 
今回新しい校舎と教室備品が整備された小学校は、生徒数の増加に学校設備が追

いついておらず、一部の生徒は近隣モスクや教員宅で勉強することを余儀なくされ

ていました。引渡し式において、竹山総領事は、今回の支援を通じて児童・教員が

適切な環境で授業を行えるようになり、ひいては地域の教育の質の向上につながる

ことを期待しており、整備された校舎や備品を最大限活用してもらいたい旨述べま

した。在スラバヤ日本国総領事館では、支援された校舎や学校備品が長期間最大限

活用されるよう引き続き関係機関と連携していきます。 

 
 
 
 

 

新たに建設された校舎 

（２階建て、６教室） 

今回の支援で供与された学校機材 

（机・椅子、ホワイトボード） 

トゥルンアグン県官房長に日本からの支

援について説明する竹山総領事 

竹山総領事と今回支援の対象となった小

学校の教員及び運営財団関係者 



★離着任の御挨拶 
●濵渦 真紀子 領事（離任） 
 この度、４年７ヶ月の在スラバヤ日本国総領事館での勤務を終え、６月 19 日に

インドのムンバイへ転勤となります。スラバヤでの生活は、公私にわたり充実した

日々を過ごすことができました。当時小学３年生だった息子を帯同し初めて足を踏

み入れたインドネシア。到着したジュアンダ空港で、息子が不安そうな顔で私の手

をぎゅっと握って離さなかったのを強く覚えています。そんな息子はスラバヤ日本

人学校で中学２年生となり、私の背も抜いてすっかり大きくなりました。我が家は

母親の単身赴任に子供が帯同するという形でのスラバヤ生活でしたが、その中でも

日本人学校の存在はかけがえのないもので、学校運営に関わる EJJC の皆さま、先

生方、職員の皆さまのおかげで安心して業務に集中することができました。また、

EJJC のサークル活動にも参加させて頂き、少年サッカー、少年野球では週末の貴

重な時間にもかかわらず、青年サッカー部や野球部の皆様には熱心にご指導頂きま

した。改めましてお世話になった皆様に感謝申し上げます。最後になりますが、皆

様の御健康と御多幸をお祈り申し上げます。 
 
●石川 淳 副領事（着任） 
 ４月 30 日に、在留邦人の皆様や日本人学校に関わる安全対策、事件事故対応、

在外公館施設の警備担当として総領事館に着任いたしました。大学時代に、東南ア

ジアの政治経済を学びこの地域に大きな関心を持ち、インドネシアにある在外公館

での勤務をかねてより希望していたことから、当地に赴任できたことを大変嬉しく

思っております。 
 着任後、スラバヤ市内を中心に町の様子を見ておりますが、治安については比較

的落ち着いている印象を受けております。今年に入り日本では、能登半島地震が発

生するなど、地震が頻発しておりますが、インドネシアにおいても地震、噴火等の

災害が発生していることから、平素より EJJC の皆様と緊密な関係を築き、緊急時

の際には素早い情報共有等ができるよう取り組んでいきたいと思っております。何

卒よろしくお願い申し上げます。 
  

（以上） 


